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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月6日(2011.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいて、複数の使用者のうちの第１の使用者の端末が上向きリンク
信号を伝送する方法であって、
　第１の伝送時間で、複数のサイクリックシフト値のうちの第１のサイクリックシフト値
を有する第１のシーケンスを伝送する段階と、
　第２の伝送時間で、前記複数のサイクリックシフト値のうちの第２のサイクリックシフ
ト値を有する第２のシーケンスを伝送する段階と
　を含み、
　前記無線通信システムにおいて、前記複数のサイクリックシフト値は予め決められてお
り、
　前記第１の伝送時間で前記第１のサイクリックシフト値が前記複数の使用者のうちの第
２の使用者のサイクリックシフト値のすぐ次の値である場合、前記第２の伝送時間で前記
第２のサイクリックシフト値は前記複数の使用者のうちの第３の使用者のサイクリックシ
フト値のすぐ次の値であることを特徴とする伝送方法。
【請求項２】
　各サイクリックシフト値は特定伝送時間に特定使用者に割り当てられ、
　前記複数のサイクリックシフト値は伝送時間によってホッピングされることを特徴とす
る請求項１に記載の伝送方法。
【請求項３】
　前記第１のシーケンスは、基本シーケンスと前記第１のサイクリックシフト値に相当す
る複素サイン波との積によって定義され、
　前記第２のシーケンスは、前記基本シーケンスと前記第２のサイクリックシフト値に相
当する複素サイン波との積によって定義されることを特徴とする請求項１に記載の伝送方
法。
【請求項４】
　無線通信システムにおいて、複数の使用者のうちの第１の使用者の端末が上向きリンク
信号を伝送する方法であって、
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　第１の伝送時間で、複数のサイクリックシフト値のうちの第１のサイクリックシフト値
を有する第１のシーケンスを伝送する段階と、
　第２の伝送時間で、前記複数のサイクリックシフト値のうちの第２のサイクリックシフ
ト値を有する第２のシーケンスを伝送する段階と
　を含み、
　前記無線通信システムにおいて前記複数のサイクリックシフト値は予め決められており
、
　前記第１の伝送時間で前記第１のサイクリックシフト値のすぐ次のサイクリックシフト
値に対応する使用者と、前記第２の伝送時間で前記第２のサイクリックシフト値のすぐ次
のサイクリックシフト値に対応する使用者とが異なることを特徴とする伝送方法。
【請求項５】
　各サイクリックシフト値は、特定伝送時間に特定使用者に割り当てられ、
　前記複数のサイクリックシフト値は伝送時間によってホッピングされることを特徴とす
る請求項４に記載の伝送方法。
【請求項６】
　前記第１のシーケンスは、基本シーケンスと前記第１のサイクリックシフト値に相当す
る複素サイン波との積によって定義され、
　前記第２のシーケンスは、前記基本シーケンスと前記第２のサイクリックシフト値に相
当する複素サイン波との積によって定義されることを特徴とする請求項４に記載の伝送方
法。
【請求項７】
　無線通信システムにおいて、複数の使用者のうちの第１の使用者の端末の上向きリンク
信号送信装置であって、
　第１の伝送時間で、複数のサイクリックシフト値のうちの第１のサイクリックシフト値
を有する第１のシーケンスを周波数帯域にマッピングし、第２の伝送時間で、前記複数の
サイクリックシフト値のうちの第２のサイクリックシフト値を有する第２のシーケンスを
周波数帯域にマッピングするマッパーと、
　前記第１のシーケンスに対応する伝送信号及び前記第２のシーケンスに対応する伝送信
号を基地局に伝送する送信部と
　を含み、
　前記無線通信システムで前記複数のサイクリックシフト値は予め決められており、
　前記第１の伝送時間で前記第１のサイクリックシフト値が前記複数の使用者のうちの第
２の使用者のサイクリックシフト値のすぐ次の値である場合、前記第２の伝送時間で前記
第２のサイクリックシフト値は前記複数の使用者のうちの第３の使用者のサイクリックシ
フト値のすぐ次の値であることを特徴とする上向きリンク信号送信装置。
【請求項８】
　無線通信システムにおいて、複数の使用者のうちの第１の使用者の端末の上向きリンク
信号送信装置であって、
　第１の伝送時間で、複数のサイクリックシフト値のうちの第１のサイクリックシフト値
を有する第１のシーケンスを周波数帯域にマッピングし、第２の伝送時間で、前記複数の
サイクリックシフト値のうちの第２のサイクリックシフト値を有する第２のシーケンスを
生成して周波数帯域にマッピングするマッパーと、
　前記第１のシーケンスに対応する伝送信号及び前記第２のシーケンスに対応する伝送信
号を基地局に伝送する送信部と
　を含み、
　前記無線通信システムにおいて前記複数のサイクリックシフト値は予め決められており
、
　前記第１の伝送時間での前記第１のサイクリックシフト値のすぐ次のサイクリックシフ
ト値に対応する使用者と、前記第２の伝送時間での前記第２のサイクリックシフト値のす
ぐ次のサイクリックシフト値に対応する使用者とは互いに異なることを特徴とする上向き
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リンク信号送信装置。
【請求項９】
　無線通信システムにおいて、基地局の上向きリンク信号受信装置であって、
　第１の伝送時間で、第１の使用者の端末から複数のサイクリックシフト値のうちの第１
のサイクリックシフト値を有する第１のシーケンスに対応する信号を受信し、第２の伝送
時間で、前記第１の使用者の端末から前記複数のサイクリックシフト値のうちの第２のサ
イクリックシフト値を有する第２のシーケンスに対応する信号を受信する受信部と、
　前記第１及び第２のシーケンスからそれぞれ伝送シンボルを抽出するデマッパーと
　を含み、
　前記無線通信システムにおいて前記複数のサイクリックシフト値は予め決められており
、
　前記第１の伝送時間で前記第１のサイクリックシフト値が前記複数の使用者のうちの第
２の使用者のサイクリックシフト値のすぐ次の値である場合、前記第２の伝送時間で前記
第２のサイクリックシフト値は前記複数の使用者のうちの第３の使用者のサイクリックシ
フト値のすぐ次の値であることを特徴とする上向きリンク信号受信装置。
【請求項１０】
　無線通信システムにおいて、基地局の上向きリンク信号受信装置であって、
　第１の伝送時間で、第１の使用者の端末から複数のサイクリックシフト値のうちの第１
のサイクリックシフト値を有する第１のシーケンスに対応する信号を受信し、第２伝送時
間で、前記第１の使用者の端末から前記複数のサイクリックシフト値のうちの第２のサイ
クリックシフト値を有する第２のシーケンスに対応する信号を受信する受信部と、
　前記第１及び第２のシーケンスからそれぞれ伝送シンボルを抽出するデマッパーと
　を含み、
　前記無線通信システムにおいて前記複数のサイクリックシフト値は予め決められており
、
　前記第１の伝送時間での前記第１のサイクリックシフト値のすぐ次のサイクリックシフ
ト値に対応する使用者と、前記第２の伝送時間での前記第２のサイクリックシフト値のす
ぐ次のサイクリックシフト値に対応する使用者とは互いに異なることを特徴とする上向き
リンク信号受信装置。
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